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｢ある時私が “うちには…… ʻ白滾水ʼ ならありますよ。” と言い終えたあと、彼はその場で “白滾水とい





｢私がまた “うちにうまい飯があるものですか” と言ったところで、彼は続けて “ʻ抄手ʼ を私のために
作ってくれ” と付け加えました。私はもちろん彼に “ʻ抄手ʼ とはなんですか？” と返しました。彼はその
時客席の観客に向かって、私を指さしながら “本当に田舎者だ、ʻ抄手ʼ さえ知らぬとは。ʻ抄手ʼ はワンタ
























































62) 程硯秋（1904-58）、原名は承麟、のちに漢族の姓の程に改める。満州族。青衣の代表的な流派の一つ “程派” の創始者。梅蘭芳、荀
慧生、尚小雲とともに四大名旦と呼ばれる。
63) 荀慧生（1900-68）、原名は詞、字は慧声、芸名は白牡丹といったが、後に慧生の名で売れっ子になった。河北省東光県に生まれる。
“荀派” の創始者。文革中に迫害を受けて病死。
を一人で交互に演じました。」
｢この二つの役は、似ているところがあるように見えますが、実は彼女たちの身分と性格は全く異なっ
ています。薛金蓮はあどけなくてかわいらしい娘で、老母の愛情をうけて、到るところでだだをこねたり
します。樊梨花は一家を切り盛りする兄嫁らしく、爽快で明るい性格を描き出さなくてはなりません。そ
れから彼女たちの扮装も、かなり美しいものです。樊梨花はよろいをつけ背中に旗指物を背負います。薛
金蓮は ʻ玻璃肚子ʼ（護身用丸い胸当てをつけることからかく言う）を身につけますが、これはよろいだけ
の扮装のことです。樊梨花は元帥という身分なので、当然堂々とした衣裳になります。同時に二人の人が
衣裳を取り替えても、観客も容易に区別することができます。」
｢この演目は、私は正式に学んだことは全くありません。私はまず王大爺のものを見て、路先生（路三
宝）らこれら数人の先輩方の演技を見て、初めはこの二つの役に全く先入観はなく、同じように注意を向
けていました。そのあと、自分自身の個性には薛金蓮を演じるのが合っていると感じるようになり、私は
そうしてやっと薛金蓮の役の見せ場を探すことを決めました。これこそ ʻ手品はだれでも使えるが、から
くりはそれぞれ異なる ʼ というものです。銭金福、茹莱卿両老先生のご指導を経て、私は若い時から
しょっちゅうこの演目を演じ、役から好評を得ました。しばしば劇場で演じたあと、堂会でまた演じるな
ど、一日に三、四カ所演じていました。」
｢樊梨花役で私と最初に共演したのは王蕙芳です。のちに朱桂芳、芙蓉草、小翠花、魏蓮芳とも共演し
たことがあります。」
〔原注〕王大爺がこんな話をしてくれたことがある。“当時私が演じた「樊江関」では、王蕙芳が薛金蓮
を演じたが、彼はいつも樊梨花を演じたいと思っていた。彼が畹華（梅蘭芳の本名）と演じることに
なって、彼が樊梨花、畹華が薛金蓮を演じるように変わった。彼は目的を達成したわけだね。しかし観
客は遠慮もなく見方を変えた。薛金蓮の重みが樊梨花を越えることを歓迎したのだ。だから彼はずっと
この芝居に対しておもしろくないと思っていた。実際、王蕙芳の扮装と技術は、すべて十分に美しく熟
練していたが、登場人物の性格を描写する面では、畹華の細やかさ深さには及ばなかった。当時、蘭・
蕙（蘭は梅蘭芳、蕙は王蕙芳を指す）斉しく芳しと一世を風靡したが、残念なことにいいときは長続き
せず、蕙芳はすぐに舞台生活に別れを告げた。”
梅先生は王蕙芳のことに話が及ぶと、感慨深げに続けて私に言った。「王蕙芳が四川へ行ってしまって
から、いつの間にか十年も会わなくなっていました。近年たまたま彼から手紙をもらい、彼があちらで芝
居を教えていることを知りました。子宝が多く、生活の負担も重いので、暮らし向きがどうして良いこと
があるでしょうか。幸い芝居愛好家の高牧山さんという友人が彼の生活に関心を持ち、いつも彼の生活の
世話を見てくれています。この高先生も私に手紙を送ってくれました。今日は古いことを蒸し返して、こ
の四十年前の古い仲間の境遇を思い出して、本当に振り返るに忍びない気持ちです。」
五 「児女英雄伝｣65)
ある日、梅先生は私とともに王大爺を訪問した。ちょうどその日には王家に客はなく、彼ら二人が本当
に楽しげに話すのを間近に見ることが出来た。彼らは民国初年（1911）に同じ劇団で演じた「児女英雄
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64) 尚小雲（1899-1976）、原名は徳泉、字は綺霞、河北省南宮県に生まれ、北京に移り住む。漢軍八旗の家柄だったが、父親が早くに亡
くなり、家計を助けるために劇団に身を投じた。旦角の代表的な流派 “尚派” の創始者。また教育にも力を入れ、栄春社養成所を
作って後学を指導した。
伝」で、梅先生が一度舞台でせりふを忘れてしまい、なんと観客に気づかれなかったというエピソードか
ら話し始めた。
｢この事が起きたのは中和園66)でのことでした。」梅先生は私に言った。「その日私は二つの劇場で演じ
なければなりませんでした。先に廊房頭条67)第一楼の劉鴻声の劇団で「三撃掌｣68)を演じ、こちらに戻っ
てきて「児女英雄伝」の第八部を演じるのです。」
｢この芝居は、私たち演劇関係者と素人の演劇愛好家の作者が合同で作った続き物の芝居で、全部で八
つの部分があります。俳優の割り当てもかなりきちんとしていて、王大爺の何玉鳳〔十三妹〕、鳳二爺
（王鳳卿）の安学海、朱素雲69)の安公子、黄三〔潤甫〕の鄧九公、賈洪林の華忠、李順亭の紀献堂、張文
斌の賽西施、謝宝雲の張太太、李宝琴の安太太、私の張金鳳です。この第三部、第四部、第八部に私の出
番がありました。」
｢当時私はまだ京白（北京語のせりふ）がどうしてもできなかったので、王大爺にお願いして教えても
らっていました。あろうことか、言ったばかりのせりふなのに対話のリズムにしばしば合わず、長せりふ
になるとすらすらと出て来なくなりました。その日私は劇場に着いて、張金鳳が何玉鳳に安公子に嫁ぐよ
うに勧める場面で、私たち二人は舞台で向かい合って座っていました。非常にまずいことに、私は突然せ
りふを忘れ、どうしても思い出せなくなりました。舞台では、せりふを言わなければなりませんから、考
えている時間はなく、本当に焦りました。私はまず一度目配せをして、王大爺のそばに寄り、彼の耳元で
そっと頼みました。“せりふを忘れました。教えてください。” 同時に観客に向かってちょっとした表情を
作ってみせ、まるで何玉鳳に勧めているかのようにしました。王大爺は本当に能力があって、わざと考え
てみせ、慌てずに身振りをひとつして、私に耳を寄せるようにして、言うべきせりふを教えてくれまし
た。私はせりふが分かったので、また話の流れに合った表情を作って、せりふを言いました。そうして
やっとこの瀬戸際を無事にくぐり抜けたのです。観客は私たちの芝居に気づかなかったばかりか、私たち
が新しいしぐさを付け加えたのだと思って、いいぞとかけ声を掛ける人もいたのですよ。」
｢翌日、王大爺は私の伯父に話をし、将来有望だとひそかに誉めていたそうです。この事は今思い出し
ても、ひやひやします。もしもこの方法を使わなかったら、舞台で呆然としてしまい、遠慮のない野次が
きっと飛び交っていたでしょう。ちょうどよかったことは張金鳳と何玉鳳の二人が、小説でもお芝居で
も、礼儀にこだわらないで何でも話せる関係だったということです。だから私たちが耳打ちをするしぐさ
をしても、話の流れには大きな妨げにならず、観客も私がせりふを忘れたとは疑うことがないのです。幸
い王大爺は舞台経験が豊富で、ごく自然に私を窮地から救うことができたのです。」
｢このような急場を助ける方法は、すぐにやらないとね。」王大爺が言った。「ちょっとぼんやりしただ
けで、観客は必ずただではすまさないからね。」
｢私はせりふを忘れたとき、舞台で慌てました。」梅先生が続けて言った。「それから完全にせりふを忘
れて、舞台でひどい目にあった話もあります。はっきりと覚えていないのですが、ある劇場での「彩楼
配」の公演で、王三姐の役者が支度ができず、急遽、小間使に最初に ʻ吊場ʼ〔芝居の前に、臨時に一場を
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65) ｢児女英雄伝」：清・文康の小説『児女英雄伝』に基づく続き物の芝居。父の仇討ちのために武芸者十三妹となった何玉鳳が活躍す
る。十三妹は道中で会った安驥（安公子）と張金鳳を救い出し、二人を結婚させる。玉鳳の父と旧知であった安驥の父安学海は、事
情を知って玉鳳と金鳳を安驥に嫁がせるように計らう。のちに玉鳳は軍を率いて異民族と戦い、父の敵を生け捕りにする。
66) 北京前門外糧食店街北口路西に位置し、清の光緒年間に北京の銀銭業の商人が出資して建てられた劇場。のちに中和戯院と改められ
た。
67) 北京の前門大街の西側にある東西の通りの名。
68) ｢三撃掌」：注７参照。
69) 朱素雲（1872-1930）、小生役者。原籍は江蘇蘇州、北京に生まれる。
付け加えるのを、業界では ʻ吊場ʼ といい、つなぎの出し物である〕をさせることにしました。この小間
使に扮した役者は、登場したら何を言うべきかわかっておらず、楽屋でびくびくしていました。当時楽屋
の責任者の態度はかなり専制的だったので、その役者ができようができまいがかまわず、舞台に押し出し
たのです。彼は舞台に上がってもせりふがわからないので、体をひどく硬直させてしばらく突っ立ち、無
理矢理おかしな話をし始めました。“あたしは無理に押し出されたんじゃないわ。” 観客は大声で言いま
す。“だめだ、さっさと出て行け。” 彼は観客に申し訳なさそうな表情を向けると、上品な口ぶりで、“は
い” とだけ言って、そそくさと退場しました。」
私たちはこのエピソードを聞き、そのときの小間使の困り果てた様子を思い浮かべて、こらえきれずに
笑い出した。梅先生はそっと溜息をついて言った。
｢この誤りはこの小間使のせいではなく、責められるべきは楽屋の責任者です。どうしてこんな難しい
仕事を経験が浅い役者にやらせ、彼に恥を掻かせたんでしょう？彼にその場で作った七文字のせりふを聞
かせれば、彼の満腔の恨みを十分に表現し、観客に苦しみを訴えることになったでしょう。しかし観客は
芝居を見に来ていて、主役の登場を待ちわびているので、無名の役者の悲哀に同情するはずもありませ
ん。これはすべて当時の楽屋が不合理な制度が、楽屋の責任者のこの上ない権威を作り出していたので
す。」
補注
１ 杜頴陶（1908-63）、別名杜聯斉、天津の人。戯曲研究者。著書に『水滸戯曲集』（傅惜華と共編）など。
２ 周貽白（1900-73）、湖南省長沙の人。戯曲研究者。著書に『中国戯曲発展史綱要』など。
３ 万盞灯（1863-1900）、本名李子山、別名李紫珊、天津の人。花旦役者。
４ 『五十年来北平戯劇史材』は、劉復・周明泰著、商務印書館・直隷書局1932年刊の、当時の俳優、演目、劇場などのデー
タを表にしたもの。
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